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翻

訳Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
け
る
環
境
上
の
意
思
決
定
に
関
す
る

司
法
ア
ク
セ
ス

―
―
国
別
の
特
性
と
共
通
す
る
傾
向
―
―

ヤ

ン
・
ダ

ル

ポ

大
久
保
規
子
／
訳

一

は
じ
め
に

⚑

背
景

Ｅ
Ｕ
と
そ
の
加
盟
国
は
、
国
連
欧
州
経
済
委
員
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
）
の
「
環
境
問
題
に
お
け
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
意
思
決
定
へ

の
市
民
参
加
及
び
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
条
約
」（
オ
ー
フ
ス
条
約
）
の
締
約
国
で
あ
る
。
条
約
の
多
く
の
規
定
は
、
参
加
指

令
（
Ｐ
Ｐ
Ｄ
）（
2003/35）、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
指
令
（
旧
85/337、
現
行
2011/92）、
統
合
的
汚
染
防
止
管
理
指
令
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ

Ｃ
）
／
産
業
排
出
指
令
（
Ｉ
Ｅ
Ｄ
）（
旧
96/61、
現
行
2008/1
お
よ
び
2010/75）、
環
境
責
任
指
令
（
Ｅ
Ｌ
Ｄ
）（
2004/35）
等
、

Ｅ
Ｕ
指
令
に
よ
り
履
行
さ
れ
て
い
る(1)。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
点
で
、
司
法
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
要
件
の
履
行
は
締
約
国
に
委
ね
ら
れ
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て
お
り
、
そ
の
た
め
に
各
国
の
法
秩
序
に
よ
り
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
同
条
約
の
三
つ
め
の
柱
を
強
化
し
、
最
近
の
欧
州
司
法
裁
判

所
の
判
決
に
加
盟
国
を
適
合
さ
せ
る
た
め
に
、
欧
州
委
員
会
は
、
二
〇
一
二
年
か
ら
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
司
法
ア
ク

セ
ス
と
そ
の
実
効
性
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
。
そ
れ
故
、
本
研
究
は
、
次
の
欧
州
二
八
カ
国
を
対
象
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
Ａ
Ｔ
）、
ベ
ル
ギ
ー
（
Ｂ
Ｅ
）、
ブ
ル
ガ
リ
ア
（
Ｂ
Ｇ
）、
ク
ロ
ア
チ
ア
（
Ｈ
Ｒ
）、
キ
プ
ロ
ス
（
Ｃ
Ｙ
）、
チ
ェ
コ

（
Ｃ
Ｚ
）、
デ
ン
マ
ー
ク
（
Ｄ
Ｋ
）、
エ
ス
ト
ニ
ア
（
Ｅ
Ｅ
）、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
（
Ｆ
Ｉ
）、
フ
ラ
ン
ス
（
Ｆ
Ｒ
）、
ド
イ
ツ
（
Ｄ
Ｅ
）、
ギ

リ
シ
ャ
（
Ｅ
Ｌ
）、
ハ
ン
ガ
リ
ー
（
Ｈ
Ｕ
）、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
Ｉ
Ｅ
）、
イ
タ
リ
ア
（
Ｉ
Ｔ
）、
ラ
ト
ビ
ア
（
Ｌ
Ｖ
）、
リ
ト
ア
ニ
ア

（
Ｌ
Ｔ
）、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
Ｌ
Ｕ
）、
マ
ル
タ
（
Ｍ
Ｔ
）、
オ
ラ
ン
ダ
（
Ｎ
Ｌ
）、
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
Ｐ
Ｌ
）、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
Ｐ
Ｔ
）、

ル
ー
マ
ニ
ア
（
Ｒ
Ｏ
）、
ス
ロ
バ
キ
ア
（
Ｓ
Ｋ
）、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
（
Ｓ
Ｉ
）、
ス
ペ
イ
ン
（
Ｅ
Ｓ
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
Ｓ
Ｅ
）
お
よ
び
イ

ギ
リ
ス
（
Ｕ
Ｋ
）
で
あ
る
。

そ
の
研
究
目
的
は
、
司
法
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
オ
ー
フ
ス
条
約
九
条
三
項
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
け
る
履
行
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
本
研
究
は
、
九
条
三
項
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
関
し
、
審
査
手
続
の
実
効
性
に
関
す
る
九
条
四
項
の
履
行
状
況
も
対
象
と
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
本
研
究
は
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
例
の
進
展
が
国
内
の
法
体
系
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
評
価
す
る
こ
と
も
目

的
に
し
て
い
る
（
例
え
ば
、
ヤ
ネ
ッ
ク
［
Janecek］
事
件
（
二
〇
〇
八
年
C-237/07）、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
費
用
事
件
（
二
〇
〇
九
年

C-427/07）、
メ
ラ
ー
［
M
ellor］
事
件
（
二
〇
〇
九
年
C-75/08）、
Ｄ
Ｌ
Ｖ
事
件
（
二
〇
一
〇
年
C-263/08）、
ト
リ
ア
ネ
ル

［
T
rianel］
事
件
（
二
〇
一
一
年
C-115/09）、
ス
ロ
バ
キ
ア
熊
事
件
（
二
〇
一
一
年
C-240/09）、
ボ
ク
サ
ス
［
Boxus］
事
件

（
二
〇
一
一
年
C-128/09）、
ソ
ル
ベ
イ
［
Solvay］
事
件
（
二
〇
一
一
年
C-182/10）、
ク
リ
ザ
ン
［
K
rižan］
事
件
（
二
〇
一
三

年
C-416/10）
お
よ
び
エ
ド
ワ
ー
ド
［
Edw
ards］
事
件
（
二
〇
一
三
年
C-260/11
(2
)））。

各
国
レ
ポ
ー
ト
は
、
当
該
国
の
著
名
な
研
究
者
、
裁
判
官
ま
た
は
経
験
豊
か
な
弁
護
士
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
結
論
と
勧
告
を

翻 訳

(阪大法学) 65 (6-56）1420〔2016.⚓〕



含
む
総
合
レ
ポ
ー
ト
は
小
規
模
な
グ
ル
ー
プ
で
準
備
さ
れ
た
が
、
全
て
の
責
任
は
―
何
ら
か
の
瑕
疵
も
含
め
―
筆
者
の
責
任
で
あ
る(3)。

本
稿
で
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
の
環
境
上
の
決
定
に
係
る
司
法
ア
ク
セ
ス
研
究
の
主
な
成
果
を
要
約
す
る
。

⚒

前
回
の
司
法
ア
ク
セ
ス
指
令
案

二
〇
〇
五
年
の
オ
ー
フ
ス
条
約
加
盟
に
伴
い
、
Ｅ
Ｕ
は
、
そ
の
立
法
が
完
全
に
は
同
条
約
九
条
三
項
に
適
合
し
て
い
な
い
こ
と
を
宣

言
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、「
加
盟
国
は
、
Ｅ
Ｃ
の
条
約
加
盟
時
点
で
、
こ
れ
ら
の
義
務
を
履
行
す
る
責
任
が
あ
り
、
Ｅ
Ｃ
が
…
…
こ

れ
ら
の
義
務
の
履
行
を
カ
バ
ー
す
る
Ｅ
Ｃ
法
の
規
定
を
採
択
す
る
ま
で
、
そ
し
て
採
択
し
な
い
限
り
は
、
そ
の
よ
う
な
義
務
が
存
続
す

る(4)」。
そ
の
背
景
に
は
司
法
ア
ク
セ
ス
指
令
案
が
そ
の
二
年
前
に
欧
州
委
員
会
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
進
展
が
滞
っ

た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た(5)。
い
く
つ
か
の
大
き
な
加
盟
国
か
ら
の
強
い
抵
抗
に
よ
り
、
作
業
は
行
き
詰
ま
り
、
二
〇
一
四
年
に
撤
回
さ

れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
提
案
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
九
条
三
項
の
履
行
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
そ
れ
故
、
そ
の
重
要

な
い
く
つ
か
の
要
素
を
指
摘
す
る
価
値
が
あ
る
。

同
指
令
は
、
公
的
機
関
に
よ
る
作
為
お
よ
び
不
作
為
を
争
う
た
め
の
司
法
お
よ
び
行
政
の
審
査
手
続
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
た
。
加
盟
国
は
市
民
の
構
成
員
に
私
人
に
よ
る
環
境
法
違
反
の
作
為
お
よ
び
不
作
為
を
争
う
た
め
の
法
的
手
段
を
提

供
す
る
も
の
と
す
る
と
い
う
一
般
的
な
要
件
は
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
規
定
（
三
条
）
は
、
オ
ー
フ
ス
条
約
九
条
三
項
を
単
に
引
き
写

し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
提
案
は
、
審
査
機
関
が
「
独
立
か
つ
中
立
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
決
定
は
法
的
拘
束
力
を

有
す
る
も
の
と
す
る
（
二
条
ｆ
）
と
い
う
質
的
基
準
を
定
め
て
い
た
も
の
の
、
行
政
機
関
へ
の
不
服
申
立
て
と
訴
訟
を
区
別
し
て
い
な

か
っ
た
。

指
令
案
の
対
象
範
囲
は
広
か
っ
た
。「
環
境
法
」
は
、
人
間
の
健
康
、
自
然
資
源
の
保
護
ま
た
は
合
理
的
利
用
を
含
め
、
環
境
を
保

EU加盟国における環境上の意思決定に関する司法アクセス

(阪大法学) 65 (6-57）1421〔2016.⚓〕



護
・
改
善
す
る
目
的
を
有
す
る
Ｅ
Ｕ
法
を
い
う
と
定
義
さ
れ
た
（
二
条
ｇ
）。
こ
の
一
般
的
定
義
に
加
え
、
水
、
土
壌
、
大
気
保
全
、

都
市
・
農
村
計
画
、
自
然
保
護
、
生
物
多
様
性
、
廃
棄
物
管
理
、
化
学
物
質
お
よ
び
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
い
っ
た
例
示
規
定
が
設

け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
お
よ
び
環
境
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
も
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ
て
い
た
。

司
法
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
基
本
的
規
定
は
、
四
条
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
市
民
の
構
成
員
は
、
環
境
法
違
反
の
行
政
の
作
為

お
よ
び
不
作
為
の
実
体
的
お
よ
び
手
続
的
な
適
法
性
を
争
う
た
め
に
、
仮
の
救
済
を
含
め
、
環
境
争
訟
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
有
す
る
も
の

と
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
個
人
に
関
す
る
原
告
適
格
の
基
準
は
、
利
益
を
基
準
と
し
た
も
の
で
も
、
権
利
を
基
準
と
し
た
も
の
で

も
、
い
ず
れ
で
も
良
い
と
さ
れ
、
そ
の
決
定
は
加
盟
国
に
委
ね
ら
れ
た
。

し
か
し
、
司
法
審
査
を
求
め
る
た
め
に
、
市
民
の
構
成
員
は
、
最
初
に
行
政
機
関
の
内
部
審
査
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
た
（
六
条
）。
こ
の
手
続
に
関
す
る
規
定
は
、
審
査
請
求
期
間
や
行
政
に
よ
る
書
面
で
の
応
答
期
間
を
定
め
て
い
た
。
当
該
決

定
が
期
間
内
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合
に
は
、
審
査
請
求
人
は
、
裁
判
所
ま
た
は
法
的
な
独
立
機
関
に
環
境

訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
た
。

環
境
団
体
は
、
そ
の
定
款
の
範
囲
内
の
事
項
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
同
団
体
の
地
理
的
な
活
動
範
囲
内
の
事
項
に
関
し
、
原
告
適
格
を

有
す
る
と
さ
れ
た
（
五
条
）。
指
令
案
に
よ
れ
ば
、
環
境
団
体
は
、
当
該
国
に
お
い
て
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
に
ま
た
は
事
前
の
承
認
手
続
に

よ
り
承
認
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
環
境
団
体
は
、
独
立
し
た
非
営
利
の
法
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
か
つ
、
適
切
な
組
織

構
造
を
有
し
、
法
的
に
設
立
さ
れ
、
か
つ
、
加
盟
国
が
定
め
る
一
定
期
間
（
三
年
以
内
）、
環
境
保
護
活
動
を
し
て
き
た
こ
と
、
そ
し

て
会
計
報
告
書
を
審
査
す
る
監
査
役
が
存
在
す
る
こ
と
、
と
い
う
い
く
つ
か
の
追
加
的
基
準
が
あ
っ
た
（
九
条
）。

最
後
に
、
指
令
案
に
よ
れ
ば
、
加
盟
国
は
、
公
平
か
つ
衡
平
、
迅
速
で
著
し
く
高
額
で
は
な
い
適
切
か
つ
実
効
的
な
環
境
争
訟
手
続

を
提
供
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
（
一
〇
条
）。
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二

各
国
レ
ポ
ー
ト
の
結
果

⚑

オ
ー
フ
ス
条
約
九
条
三
項
の
履
行
に
関
す
る
一
般
的
な
背
景

オ
ー
フ
ス
条
約
並
び
に
同
条
約
九
条
三
項
お
よ
び
同
四
項
の
Ｅ
Ｕ
お
よ
び
そ
の
加
盟
国
に
お
け
る
履
行
状
況
に
関
す
る
一
般
的
な
背

景
は
、
す
で
に
二
〇
〇
七
年
に
欧
州
委
員
会
に
よ
り
公
刊
さ
れ
た
レ
ポ
ー
ト
（
ミ
リ
ョ
ー
レ
ポ
ー
ト
）
に
示
さ
れ
て
い
る(6)。
こ
の
レ

ポ
ー
ト
の
公
刊
以
降
、
研
究
対
象
の
加
盟
国
は
、
多
様
な
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

一
方
で
は
、
市
民
の
構
成
員
が
環
境
上
の
決
定
を
争
う
可
能
性
は
、
い
く
つ
か
の
国
で
、
異
な
る
方
法
で
改
善
さ
れ
て
き
た
。
例
え

ば
、
個
人
ま
た
は
環
境
団
体
の
原
告
適
格
の
緩
和
（
Ｂ
Ｅ
、
Ｂ
Ｇ
、
Ｅ
Ｅ
、
Ｄ
Ｅ
、
Ｅ
Ｌ
、
Ｉ
Ｅ
、
Ｌ
Ｕ
、
Ｓ
Ｅ
、
Ｓ
Ｉ
、
Ｓ
Ｋ
）
ま

た
は
訴
訟
の
可
能
性
の
拡
大
（
Ａ
Ｔ
、
Ｃ
Ｚ
、
Ｆ
Ｒ
、
Ｈ
Ｒ
、
Ｌ
Ｔ
、
Ｍ
Ｔ
、
Ｐ
Ｌ
、
Ｒ
Ｏ
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
程
度
、
欧
州

委
員
会
ま
た
は
オ
ー
フ
ス
条
約
遵
守
委
員
会
の
圧
力
の
結
果
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
例
の
展
開
が
、
多
く
の
加

盟
国
に
お
い
て
司
法
ア
ク
セ
ス
の
発
展
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。

他
方
で
は
、「
よ
り
良
い
規
制
」
に
向
け
た
強
力
な
動
き
と
軌
を
一
に
し
た
逆
方
向
の
傾
向
も
認
め
ら
れ
る
。
研
究
対
象
国
に
あ
る

程
度
共
通
の
特
徴
は
、
原
子
力
発
電
所
、
沿
岸
で
の
活
動
、
イ
ン
フ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ
の
他
重
要
な
公
益
性
が
あ
る
と
さ
れ
る

活
動
等
の
大
規
模
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
行
政
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
高
い
レ
ベ
ル
（
政
府
ま
た
は
中
央
行
政
庁
）
で
決
定
さ
れ
、
ま
た

は
「
計
画
」
に
基
づ
き
承
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
政
策
決
定
を
裁
判
所
で
市
民
が
実
効
的
に
争
う
こ
と
の

で
き
る
可
能
性
は
、
一
般
に
低
く
、
ま
た
は
存
在
し
て
い
な
い
。
い
く
つ
か
の
研
究
対
象
国
で
は
、
そ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
決

定
を
「
上
へ
と
引
き
上
げ
る
」
傾
向
が
増
大
し
て
い
る
。
そ
の
目
的
は
、
と
く
に
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
実
効
性
を
改
善
す
る
こ
と

に
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
―
意
図
的
で
あ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
―
市
民
の
司
法
ア
ク
セ
ス
の
可
能
性
が
直
接
的
ま
た
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は
間
接
的
に
損
な
わ
れ
た
（
Ｂ
Ｅ
、
Ｄ
Ｅ
、
Ｅ
Ｌ
、
Ｅ
Ｓ
、
Ｎ
Ｌ
、
Ｒ
Ｏ
、
Ｓ
Ｅ
、
Ｕ
Ｋ
）。
こ
の
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
た
傾
向
と

し
て
、
い
く
つ
か
の
国
で
は
、
個
別
の
許
可
に
代
え
て
一
般
的
な
拘
束
力
の
あ
る
規
則
（
Ｇ
Ｂ
Ｒ
：
generally
binding
rules）
が

利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
市
民
が
決
定
に
「
介
入
」
を
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
（
Ｎ
Ｌ
、
Ｓ
Ｅ
）。
ま
た
、
別
の
国
で
は
、

環
境
事
件
の
個
人
の
原
告
適
格
の
基
準
が
厳
格
化
さ
れ
た
（
Ｎ
Ｌ
、
Ｒ
Ｏ
）。
さ
ら
に
、
上
訴
に
係
る
手
数
料
を
導
入
し
た
り
（
Ｄ
Ｋ
）、

訴
訟
費
用
を
導
入
ま
た
は
増
額
し
た
り
（
Ｃ
Ｚ
、
Ｅ
Ｅ
、
Ｅ
Ｌ
、
Ｌ
Ｖ
、
Ｒ
Ｏ
、
Ｕ
Ｋ
）、
い
く
つ
か
の
環
境
事
件
に
お
い
て
敗
訴
者

負
担
原
則
の
適
用
を
始
め
た
（
Ｂ
Ｅ
、
Ｅ
Ｓ
）
国
も
あ
る
。
そ
れ
故
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
け
る
九
条
三
項
お
よ
び
同
四
項
の
履
行
状
況

の
全
体
像
は
、
ミ
リ
ョ
ー
レ
ポ
ー
ト
と
同
じ
よ
う
に
、
多
様
で
、
ラ
ン
ダ
ム
で
不
整
合
な
状
況
に
あ
る
と
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
一
つ
、
加
盟
国
に
共
通
の
現
象
と
し
て
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
市
民
参
加
手
続
と
環
境
に
関
す
る
そ
の
他
の
種
類
の
決
定
手
続

の
明
確
な
区
別
で
あ
り
、
司
法
ア
ク
セ
ス
の
可
能
性
は
、
後
者
よ
り
も
前
者
の
場
合
の
方
が
ず
っ
と
広
い
。
か
な
り
の
程
度
、
こ
れ
は
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
指
令
、
統
合
的
汚
染
防
止
管
理
指
令
、
産
業
排
出
指
令
、
環
境
責
任
指
令
お
よ
び
生
息
地
指
令
が
定
め
る
要
件
の

履
行
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
法
を
超
え
て
、
伝
統
的
な
市
民
参
加
と
司
法
ア
ク
セ
ス
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ

決
め
手
と
な
る
よ
う
な
―
例
え
ば
、
計
画
・
建
設
立
法
の
よ
う
な
―
環
境
法
領
域
と
、
市
民
参
加
が
わ
ず
か
な
影
響
ま
た
は
全
く
影
響

を
有
し
な
い
そ
の
他
の
領
域
と
の
区
別
が
あ
る
。
後
者
の
決
定
の
多
く
は
、
狩
猟
、
林
業
、
漁
業
、
鉱
業
等
に
関
す
る
あ
る
種
の
「
縦

割
り
の
」
立
法
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
一
般
に
、
こ
れ
ら
の
領
域
に
お
け
る
許
可
手
続
に
お
い
て
は
、
申
請
者
と
行
政
機
関
の
み

が
「
当
事
者
」
と
み
な
さ
れ
る
。
当
該
決
定
が
環
境
保
護
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
法
違
反
の
可
能
性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
裁
判
所

で
そ
の
決
定
を
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
法
体
系
と
な
っ
て
い
る
国
も
あ
る
。

オ
ー
フ
ス
条
約
九
条
三
項
に
よ
る
司
法
ア
ク
セ
ス
の
入
手
可
能
な
手
段
に
関
し
て
も
、
研
究
対
象
国
の
間
で
多
様
化
が
認
め
ら
れ
る
。

多
く
の
国
で
は
、
行
政
決
定
は
行
政
手
続
と
訴
訟
と
い
う
両
方
の
方
法
で
、
こ
れ
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
。
時
と
し
て
、
行
政
上
の
救
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済
を
訴
訟
の
前
に
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
政
上
の
救
済
は
、
通
常
、
異
議
の
あ
る
決
定
を
行
っ
た
行
政
庁
に
対
す
る
申
立
て

と
、
そ
の
上
級
庁
に
対
す
る
申
立
て
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
あ
る
種
の
行
政
不
服
申
立
て
に
つ
い
て
行
政
機
関
の
技
術
的
な
専
門
家
を
含

む
特
別
の
審
判
機
関
を
設
け
て
い
る
国
も
あ
る
（
Ｂ
Ｅ
（
フ
ラ
ン
デ
レ
ン
地
域
）、
Ｄ
Ｋ
、
Ｉ
Ｅ
、
Ｌ
Ｔ
、
Ｍ
Ｔ
、
Ｓ
Ｅ
、
Ｕ
Ｋ
）。
経

験
上
、
環
境
分
野
の
意
思
決
定
は
、
そ
の
よ
う
な
手
段
に
よ
り
改
善
さ
れ
う
る
。

本
レ
ポ
ー
ト
は
、
行
政
決
定
の
司
法
審
査
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
が
、
当
然
、
司
法
救
済
は
、
別
の
文
脈
で
も
利
用
可
能
で
あ
る
。

有
害
な
排
出
に
よ
り
そ
の
財
産
や
身
体
を
侵
害
さ
れ
る
隣
地
の
所
有
者
は
、
ほ
と
ん
ど
常
に
民
事
救
済
を
利
用
で
き
る
。
多
く
の
加
盟

国
で
は
、
私
人
は
刑
事
訴
訟
を
提
起
で
き
ず
、
検
察
官
に
刑
事
法
違
反
を
通
報
で
き
る
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
（
ま

た
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
極
め
て
限
定
的
で
は
あ
る
が
）、
私
人
が
刑
事
裁
判
所
に
刑
事
事
件
に
つ
い
て
訴
追
で
き
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス

で
は
、
私
人
や
環
境
団
体
に
よ
る
私
訴
が
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
は
、
自
身
が
損
害
を
被
っ
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
。
さ

ら
に
、
い
く
つ
か
の
研
究
対
象
国
で
は
、
環
境
団
体
は
、
環
境
損
害
に
関
し
、
有
害
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
操
業
者
に
対
し
て
訴
訟
を

提
起
す
る
可
能
性
を
認
め
ら
れ
て
い
る
が
（
Ｆ
Ｒ
、
Ｅ
Ｌ
、
Ｉ
Ｔ
、
Ｌ
Ｕ
、
Ｐ
Ｌ
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｒ
Ｏ
）、
賠
償
金
は
国
庫
に
算
入
さ
れ
る

と
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
憲
法
裁
判
所
も
、
そ
れ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
法
体
系
に
お
い
て
は
、
環
境
法
に
関
す
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
司
法
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
全
体
像
を
掴
む
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
救
済
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

最
後
に
、
裁
判
所
の
態
度
は
、
国
に
よ
り
多
様
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、
裁
判
所
が
関
係
市
民
の
司
法
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す

る
た
め
に
、
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
加
盟
国
も
あ
る
。
裁
判
所
が
、
よ
り
保
守
的
な
個
人
の
「
権
利
」
の
解
釈
に
固
執
し
て
、

環
境
の
た
め
に
司
法
ア
ク
セ
ス
を
拡
大
す
る
こ
と
に
極
め
て
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
国
も
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
お
よ

び
チ
ェ
コ
の
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
伝
統
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
例
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
も
っ
て
い
る(7)。
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⚒

個
人
、
集
団
お
よ
び
環
境
団
体
の
原
告
適
格

各
国
レ
ポ
ー
ト
は
、
審
査
請
求
お
よ
び
司
法
審
査
の
当
事
者
適
格
に
関
し
、
二
〇
〇
七
年
の
ミ
リ
ョ
ー
レ
ポ
ー
ト
で
示
さ
れ
た
多
様

性
を
再
確
認
し
て
い
る
。
加
盟
国
の
中
で
も
、
誰
も
が
環
境
に
関
す
る
行
政
の
作
為
お
よ
び
不
作
為
を
争
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
法
体

系
（
民
衆
訴
訟
）
か
ら
、
個
人
の
権
利
が
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
市
民
の
構
成
員
に
限
っ
て
司
法
審
査
の
可

能
性
を
認
め
て
い
る
法
体
系
ま
で
、
実
に
多
様
な
制
度
が
あ
る
。
民
衆
訴
訟
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
広
く
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ス
ロ
ベ
ニ

ア
と
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
も
極
め
て
普
通
に
行
わ
れ
て
お
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
、
一
般
適
用
さ
れ
る
環
境
保
護
法
の
中
に
定
め
ら
れ

て
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
お
よ
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
自
治
体
の
住
民
は
誰
で
も
、
特
定
の
地
域
的
な

決
定
を
裁
判
所
で
争
う
こ
と
が
で
き
る(8)。
ラ
ト
ビ
ア
の
シ
ス
テ
ム
も
、
環
境
問
題
に
関
す
る
決
定
手
続
に
参
加
し
た
人
は
誰
で
も
、
当

該
決
定
を
訴
訟
で
争
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
民
衆
訴
訟
を
許
容
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ギ
リ
シ
ャ
の
国
務
院
の
判
例
で
は
、

環
境
事
件
の
原
告
適
格
は
、「
準
民
衆
訴
訟
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
広
く
認
め
ら
れ
て
き
た(9)。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
―
そ

し
て
、
あ
る
種
の
状
況
に
お
い
て
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
―
環
境
法
違
反
が
あ
れ
ば
、
誰
も
が
、
執
行
訴
訟
を
遂
行

で
き
る
。
最
後
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
私
人
が
訴
追
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
種
の
民
衆
訴
訟
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
、
保
護
規
範
説
が
、
多
く
の
国
々
で
、
少
な
く
と
も
あ
る
程
度
適
用
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
適
用

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
厳
格
な
形
態
で
は
、
行
政
裁
判
所
に
訴
訟
を
提
起
す
る
た
め
に
は
、
原
告
は
、
当
該
決
定
ま
た
は
不
作
為
に
よ
り

自
己
の
個
別
的
権
利
ま
た
は
公
権
が
影
響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
産
業
施
設

の
許
可
の
場
合
、
影
響
を
受
け
る
者
は
、
当
該
決
定
の
う
ち
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
意
味
で
自
己
の
個
別
的
利
益
（
権
利
）
を
保
護
す

る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
る
部
分
の
み
、
す
な
わ
ち
、
通
常
、
人
間
の
健
康
を
害
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
排
出
に
関
す
る
部
分
だ
け
を

争
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
者
が
決
定
を
争
え
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
訴
訟
に
有
利
な
全
て
の
他
の
議
論
は
審
理
の
範
囲
外
で
あ
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る
と
し
て
退
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
環
境
保
護
と
い
う
一
般
的
な
問
題
は
、
行
政
の
特
権
と
み
な
さ
れ
、
司
法
審
査
に
服
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
参
加
を
す
れ
ば
自
動
的
に
環
境
訴
訟
の
原
告
適
格
を
認
め
る
と
い
う
、
ラ
ト
ビ
ア
と
類
似
し
た

あ
る
種
の
民
衆
訴
訟
が
存
在
し
た
が
、
二
〇
〇
四
年
に
利
益
を
基
準
と
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
変
更
さ
れ
、
さ
ら
に
、
そ
れ
も
保
護
規
範

説
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
三
年
に
放
棄
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
理
論
は
よ
り
緩
や
か
な
も
の
で
あ
り
、

原
告
適
格
に
は
関
係
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
原
告
が
主
張
で
き
る
議
論
を
制
限
し
、
そ
れ
故
、
司
法
判
断
の
範
囲
を
制
限
し
て
い

る(10)。
い
く
つ
か
の
対
象
国
は
、
市
民
の
構
成
員
が
訴
訟
を
提
起
で
き
る
可
能
性
を
伝
統
的
な
狭
義
の
所
有
権
に
関
連
づ
け
て
い
る
（
Ｃ

Ｙ
、
Ｃ
Ｚ
、
Ｈ
Ｒ
、
Ｓ
Ｋ
）。
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
は
、
保
護
規
範
説
の
厳
格
な
適
用
を
行
っ
て
い
る
国
に
極
め
て
近
い
。

多
数
の
対
象
国
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
「
利
益
を
基
準
」
と
し
て
原
告
適
格
を
決
定
し
て
い
る
中
間
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
（
Ｂ
Ｅ
、

Ｂ
Ｇ
、
Ｄ
Ｋ
、
Ｆ
Ｉ
、
Ｆ
Ｒ
、
Ｅ
Ｌ
、
Ｈ
Ｕ
、
Ｈ
Ｒ
、
Ｉ
Ｅ
、
Ｎ
Ｌ
、
Ｌ
Ｕ
、
Ｉ
Ｔ
、
Ｓ
Ｋ
、
Ｓ
Ｅ
、
Ｓ
Ｉ
、
Ｕ
Ｋ
）。「
権
利
を
基

準
」
と
し
た
シ
ス
テ
ム
と
「
利
益
を
基
準
」
と
し
た
シ
ス
テ
ム
を
区
別
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
と
し
て
も
―
少
な
く
と

も
私
見
で
は
―
後
者
の
国
々
は
、
原
告
適
格
に
関
す
る
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
も
し
潜
在
的
な
原

告
が
上
述
の
産
業
活
動
の
周
辺
に
居
住
し
、
ま
た
は
時
間
を
過
ご
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
活
動
に
よ
る
排
出
、
妨
害
、
そ
の
他
の
不

都
合
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
リ
ス
ク
が
あ
れ
ば
、
裁
判
所
で
当
該
許
可
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
加
え
、
通
常
、
審
理
の
範
囲

は
無
制
限
か
、
ほ
と
ん
ど
限
定
が
な
く
、
一
般
的
な
環
境
法
の
遵
守
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
議
論
も
根
拠
を
強
化
す
る
た
め
に
利
用
で

き
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
は
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
個
人
の
原
告
適
格
は
、
基
本
的
に
裁
判
所
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
―
こ
れ
が
本
研
究
の
質
問
票
の
構
成
上
の
欠
陥
で
あ
る
が
―
ほ
と
ん
ど
の
各
国
レ
ポ
ー
ト
は
、
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
こ
の

問
題
に
関
す
る
判
例
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
、
我
々
の
知
見
は
、
異
な
る
研
究
対
象
国
に
お
い
て
市
民
の
構
成
員
と
し
て
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行
政
決
定
を
争
う
こ
と
の
で
き
る
個
人
の
グ
ル
ー
プ
の
正
確
な
定
義
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

各
国
レ
ポ
ー
ト
の
例
か
ら
、
い
く
つ
か
の
結
論
を
導
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
開
発
が
計
画
さ
れ
、
決
定

の
対
象
と
さ
れ
た
地
域
か
ら
約
六
キ
ロ
の
所
に
居
住
し
、
そ
の
場
所
を
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
使
っ

て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
原
告
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
原
告
は
、
彼
が
「
訴
訟
の
た
め
の
権
原
と
利
益
」
を
有
し
て
い
な

い
と
い
う
理
由
で
、
上
級
裁
判
所
第
一
審
に
お
い
て
司
法
審
査
の
当
事
者
適
格
を
否
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ポ
ー
ト
の

執
筆
者
は
、
最
近
の
最
高
裁
の
判
例
に
照
ら
せ
ば
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
お
そ
ら
く
今
日
で
は
、
こ
の
決
定
に
対
し
て
訴
訟
を

提
起
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
結
論
づ
け
て
い
る(11)。
イ
タ
リ
ア
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
小
さ
な
衛
生

施
設
を
認
め
る
許
可
が
出
さ
れ
た
浜
辺
の
周
辺
住
民
に
関
す
る
情
報
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
住
民
は
二
キ
ロ
離
れ
た
と
こ
ろ
に

住
ん
で
お
り
、
か
つ
、
こ
の
建
築
物
は
浜
辺
へ
の
当
該
住
民
の
ア
ク
セ
ス
を
何
ら
制
約
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

原
告
適
格
が
認
め
ら
れ
た(12)。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
シ
ス
テ
ム
―
市
民
の
個
人
の
構
成
員
に
対
し
て
極
め
て
寛
大
に
司
法
ア
ク
セ
ス
を
認
め

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
―
と
比
較
す
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
こ
の
二
人
の
男
性
は
裁
判
所
の
入
り
口
に
近
寄
る
こ
と

す
ら
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
原
告
適
格
は
、
通
常
、
伝
統
的
に
、
ま
た
は
明
文
の
立
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
。
司
法
ア
ク
セ
ス
が
個
人
に
対

し
て
も
組
織
に
対
し
て
も
、
民
衆
訴
訟
に
よ
り
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
国
々
で
は
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
原
告
適
格
を
定
義
す
る
必
要
は
あ

ま
り
な
い
。
他
の
研
究
対
象
国
で
は
、
通
常
、
組
織
の
定
款
が
環
境
保
護
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
歴
史
的
遺
産
そ
の
他
紛
争
と
な
っ

て
い
る
決
定
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
条
件
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
準
が
、
法
の
領
域
内
の
活
動
に

係
る
要
件
に
置
き
換
え
ら
れ
た
り
、
こ
れ
が
追
加
さ
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
場
合
に
よ
り
、
定
款
は
裁
判
所
に
よ
り
極
め
て

狭
く
解
釈
さ
れ
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
定
款
で
明
確
に
言
及
し
て
い
る
問
題
し
か
争
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
（
オ
ラ
ン
ダ
）。
い
く
つ
か
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の
加
盟
国
で
は
、
定
款
は
、
地
域
的
基
準
と
し
て
判
例
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
（
Ａ
Ｔ
、
Ｂ
Ｅ
、
Ｅ
Ｓ
、
Ｆ
Ｉ
、
Ｈ

Ｕ
、
Ｎ
Ｌ
）。
こ
の
こ
と
は
、
定
款
に
即
し
た
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
が
一
つ
の
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
他
の
地
域
の
決
定
を

争
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
二
〇
の
州
の
う
ち
五
つ
の
州
で
活
動
経
験
が
あ
る

こ
と
を
示
す
よ
う
に
要
求
さ
れ
て
お
り
、
地
方
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
す
る
差
別
に
な
っ
て
い
る
。
同
様
の
仕
組
み
は
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
で

も
採
用
さ
れ
て
お
り
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
承
認
さ
れ
る
た
め
に
は
、
国
土
全
体
で
の
活
動
経
験
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

研
究
対
象
国
で
は
、
通
常
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
登
録
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
Ａ
Ｔ
、
Ｆ
Ｉ
、
Ｆ
Ｒ
、
Ｄ
Ｅ
、
Ｅ
Ｌ
、
Ｈ
Ｕ
、
Ｌ
Ｔ
、

Ｌ
Ｕ
、
Ｉ
Ｔ
、
Ｌ
Ｖ
、
Ｐ
Ｌ
、
Ｒ
Ｏ
、
Ｓ
Ｉ
、
Ｓ
Ｋ
）。
ま
た
、
存
続
ま
た
は
活
動
の
期
間
に
関
す
る
基
準
も
一
般
的
に
設
け
ら
れ
て

い
る
が
、
そ
の
長
さ
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
一
年
（
Ｓ
Ｋ
お
よ
び
Ｉ
Ｅ
の
い
く
つ
か
の
事
例
）、
二
年
（
Ｅ
Ｓ
、
Ｈ
Ｒ
）、
三
年
（
Ａ
Ｔ
、

Ｂ
Ｅ
、
Ｆ
Ｒ
、
Ｄ
Ｅ
、
Ｌ
Ｕ
お
よ
び
Ｓ
Ｅ
）、
さ
ら
に
二
つ
の
国
で
は
五
年
（
Ｃ
Ｙ
お
よ
び
Ｓ
Ｉ
）
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
国
で
は
、

追
加
的
な
基
準
が
存
在
す
る
。
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
け
は
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
原
告
適
格
に
つ
い
て
一
般
的
な
会
員
数
基
準

を
設
け
て
お
り
（
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
人
と
一
〇
〇
人
）、
そ
れ
に
対
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
は
計
画
法
の
分
野
で
の
み
同
様
の
人
数
要
件
を
設

定
し
、
ま
た
、
ス
ロ
バ
キ
ア
は
統
合
的
汚
染
防
止
管
理
許
可
を
争
う
前
提
と
し
て
、
二
五
〇
人
と
い
う
要
件
を
設
け
て
い
る
。
開
放
性

と
民
主
的
構
造
と
い
う
基
準
は
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
、
Ｗ
Ｗ
Ｆ
（
ド
イ
ツ
）
や
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス

（
両
方
の
国
）
と
い
っ
た
著
名
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
環
境
事
件
の
原
告
適
格
を
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
以
前
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
原
告
適
格
の
基
準
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
八
年
の
前
掲
Ｄ
Ｌ
Ｖ
事
件
に
関
す
る
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
決
後

に
廃
止
さ
れ
た
。
現
在
で
は
、
そ
の
代
わ
り
に
、
非
営
利
と
い
う
基
準
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、

ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
エ
ス
ト
ニ
ア
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
は
民
主
性
に
関
す
る
基
準
も
あ
る
。

エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、
ア
ド
ホ
ッ
ク
な
グ
ル
ー
プ
は
、
影
響
を
受
け
る
か
な
り
の
割
合
の
地
域
住
民
を
代
表
し
て
い
る
こ
と
を
示
さ
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い(13)。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
人
数
基
準
の
代
わ
り
に
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、「
市
民
か
ら
の
支
持
」
の
あ
る
こ
と
を
示
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
い
う
基
準
が
あ
る
。

い
く
つ
か
の
研
究
対
象
国
で
は
、
自
然
保
護
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
文
化
遺
産
を
含
め
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
広
義
の
計
画
・
環
境

法
に
基
づ
く
い
か
な
る
決
定
に
つ
い
て
も
訴
訟
で
争
う
原
告
適
格
を
有
す
る
。
他
の
国
で
は
、
原
告
適
格
は
、
特
定
の
法
律
お
よ
び
／

ま
た
は
許
可
、
廃
止
等
、
特
定
の
種
類
の
決
定
に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
Ａ
Ｔ
、
Ｃ
Ｚ
、
Ｄ
Ｅ
、
Ｆ
Ｉ
、
Ｓ
Ｅ
、
Ｓ
Ｉ
）。

最
後
に
、
環
境
に
係
る
決
定
手
続
へ
の
参
加
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
参
加
は
、
司
法
ア
ク
セ
ス
を
開
く
鍵
と
し
て

用
い
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
法
学
の
文
献
で
は
「
間
接
的
な
民
衆
訴
訟
」
と
か
、「
多
段
階
の
民
衆
訴
訟
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
し
か
し
、
研
究
対
象
国
で
よ
り
一
般
的
な
の
は
、
参
加
―
ま
た
は
行
政
不
服
申
立
て
の
提
起
―
が
司
法
ア
ク
セ
ス
の
前
提

に
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
に
よ
れ
ば
、
決
定
手
続
の
参
加
段
階
で
自
己
の
意
見
を
述
べ
た
者
の
み
が
裁

判
所
で
最
終
的
な
結
果
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
（
Ａ
Ｔ
、
Ｌ
Ｖ
、
Ｄ
Ｅ
、
Ｈ
Ｕ
、
Ｉ
Ｅ
、
Ｎ
Ｌ
、
Ｓ
Ｉ
、
Ｓ
Ｋ
）。
そ
の
い
く
つ
か
の

国
で
は
、
こ
の
要
件
が
狭
く
解
釈
さ
れ
、
参
加
段
階
で
異
議
を
述
べ
た
問
題
の
み
を
訴
訟
で
争
う
こ
と
が
で
き
る
（
Ａ
Ｔ
、
Ｄ
Ｅ
、
Ｉ

Ｅ
、
Ｎ
Ｌ
）。

⚓

何
へ
の
ア
ク
セ
ス
か

市
民
の
構
成
員
の
実
効
的
な
司
法
ア
ク
セ
ス
は
、
原
告
適
格
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
多
く
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
文
脈
で
重

要
な
問
題
は
、
環
境
上
の
決
定
を
訴
訟
で
争
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
何
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
裁
判
所
は
、
争
わ
れ
て
い
る
決
定
に
関
し
、
実
体
的
問
題
と
手
続
的
問
題
の
両
方
を
審
査
す
る
の
か
ど
う
か
。
裁
判
所
は
ど
の

よ
う
な
権
限
を
有
し
て
い
る
の
か
。
す
な
わ
ち
行
政
機
関
に
事
件
を
差
し
戻
し
、
な
お
別
の
（
間
違
っ
た
）
決
定
の
余
地
も
残
す
よ
う
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な
取
消
手
続
か
、
そ
れ
と
も
当
該
決
定
を
新
た
な
決
定
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
改
善
手
続
な
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

司
法
の
実
効
性
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
（
二
⚕
お
よ
び
三
⚔
参
照
）。
こ
こ
で
は
、
原
告
適
格
と
審
理

の
範
囲
と
の
関
係
は
、「
よ
り
広
い
入
り
口
、
よ
り
小
さ
な
部
屋
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
一
般
的
な
見
解
を
述
べ
る
こ
と
で

足
り
る
。
換
言
す
れ
ば
、
原
告
適
格
に
つ
い
て
寛
容
な
シ
ス
テ
ム
は
、
司
法
審
査
の
範
囲
を
よ
り
制
限
す
る
傾
向
に
あ
り
、
典
型
的
に

は
、
取
消
訴
訟
に
お
い
て
、
多
か
れ
少
な
か
れ
制
限
的
な
方
法
で
、（
事
実
問
題
に
対
し
て
と
い
う
意
味
で
）
法
律
問
題
に
限
定
し
て

い
る
。
各
国
レ
ポ
ー
ト
の
中
か
ら
チ
ェ
コ
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
チ
ェ
コ
の
裁
判
所
は
、
憲
法
裁
判
所
も
含
め
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
自
己
の

手
続
的
権
利
を
防
御
す
る
た
め
の
原
告
適
格
の
み
を
有
し
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
質
的
結
果
や
こ
れ
に
続
く
許
可
を
争
う
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
論
理
を
展
開
し
て
き
た(14)。
同
様
の
例
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
法
律
上
、
完
全
な
範
囲
の
審
理
と
い

う
明
文
の
要
件
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
は
、
形
式
的
な
要
件
の
審
理
に
限
定
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る(15)。

他
方
、
よ
り
制
限
的
な
原
告
適
格
要
件
を
有
す
る
シ
ス
テ
ム
の
国
で
は
、
改
善
訴
訟
に
お
い
て
、
争
わ
れ
て
い
る
決
定
の
「
実
質
的

な
適
法
性
」
の
審
査
や
、
合
目
的
的
性
の
審
査
を
も
行
う
国
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
不
服
の
申
立
て
が
入
り
口
を
通
過
す
れ
ば
、
原

告
は
、
い
わ
ば
「
す
べ
て
」
を
得
る
。
こ
の
こ
と
は
、
よ
り
審
査
の
「
密
度
が
高
い
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
ド
イ

ツ
で
は
、
行
政
裁
判
所
で
決
定
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
所
有
者
は
、
行
政
庁
の
作
為
お
よ
び
不
作
為
に
対
す
る
強
力
な
保
護
を
与
え
ら

れ
て
い
る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
裁
判
所
が
、
独
自
に
仮
の
救
済
問
題
を
処
理
し
た
り
、
争
点
の
活

動
に
関
す
る
あ
る
種
の
監
督
的
手
段
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
種
の
措
置
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
裁
判
所
に
は
確
か
に

期
待
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

二
つ
の
考
え
方
の
違
い
は
、
市
民
の
構
成
員
が
行
政
の
不
作
為
を
争
う
可
能
性
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
り
限
定
的

な
原
告
適
格
要
件
と
よ
り
密
度
の
高
い
司
法
審
査
に
よ
り
特
徴
付
け
ら
れ
る
法
体
系
で
は
、
不
作
為
に
係
る
行
政
の
裁
量
が
よ
り
限
定
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さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
行
政
の
決
定
―
ま
た
は
、
こ
の
場
合
は
不
決
定
―
に
は
、
多
少
の
違
い
し
か
、
ま
た
は
全
く
違
い
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
。
裁
判
所
は
、
当
該
事
案
の
実
体
に
応
じ
、
行
政
の
決
定
を
自
己
の
決
定
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
原

告
適
格
要
件
は
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
だ
が
、
司
法
審
査
を
法
律
問
題
の
綿
密
な
審
査
に
限
定
し
て
い
る
法
体
系
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、

行
政
に
対
し
、
い
つ
行
動
す
る
か
し
な
い
か
の
決
定
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
裁
量
を
認
め
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、「
寛
大
」

な
原
告
適
格
基
準
を
有
す
る
体
系
は
、
時
と
し
て
市
民
の
構
成
員
が
行
政
の
不
作
為
を
争
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ほ
ど
寛
大
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
行
政
の
不
作
為
に
関
す
る
問
題
は
、
よ
り
複
雑
で
あ
り
、
行
政
と
司
法
の
権
力
分
立
の
よ
う
な
要

素
も
含
む
。
さ
ら
に
、
い
く
つ
か
の
加
盟
国
で
は
、
監
督
的
な
決
定
に
対
す
る
上
訴
は
、
特
別
法
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
関
係
市
民
に

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
基
礎
に
あ
る
理
由
を
問
わ
ず
、
多
か
れ
少
な
か
れ
全
て
の
研
究
対
象
国
で
、
行
政
の
不

作
為
を
争
う
可
能
性
の
欠
如
、
ま
た
は
、
そ
の
場
合
の
実
効
性
の
欠
如
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

⚔

環
境
争
訟
の
費
用(16)

環
境
争
訟
の
費
用
は
、
オ
ー
フ
ス
条
約
九
条
四
項
お
よ
び
同
五
項
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
九
条
四
項
で
は
、
九
条
三
項
の
手
続

は
「
不
当
に
高
額
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
九
条
五
項
で
は
、
締
約
国
は
司
法
ア
ク
セ
ス
に
係
る
財
政
お
よ
び
そ
の

他
の
障
害
を
除
去
ま
た
は
軽
減
す
る
た
め
の
適
切
な
支
援
の
仕
組
み
の
確
立
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
環
境
争

訟
の
費
用
に
は
、
参
加
費
用
、
審
査
請
求
の
手
数
料
、
裁
判
手
数
料
そ
の
他
の
訴
訟
費
用
、
弁
護
士
報
酬
、
鑑
定
人
や
参
考
人
の
手
当

お
よ
び
差
止
命
令
を
得
る
た
め
の
保
証
金
（
損
害
の
保
証
ま
た
は
相
互
保
証
と
も
呼
ば
れ
る
）
が
含
ま
れ
る
。

一
般
的
に
、
環
境
上
の
決
定
へ
の
参
加
や
行
政
不
服
申
立
て
に
関
す
る
手
数
料
は
不
要
で
あ
る
が
、
例
外
は
あ
る
（
Ｄ
Ｋ
、
Ｉ
Ｅ
、

Ｍ
Ｔ
、
Ｓ
Ｉ(17)）。
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
研
究
対
象
国
で
は
、
訴
訟
提
起
の
手
数
料
は
存
在
す
る
。
こ
の
唯
一
の
例
外
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
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ン
で
あ
り
、
市
民
の
構
成
員
が
環
境
上
の
決
定
を
争
う
の
は
無
料
で
あ
る
。
他
の
国
で
は
、
場
合
に
よ
り
、
個
人
お
よ
び
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
環
境
事
件
の
裁
判
手
数
料
の
支
払
い
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
Ｈ
Ｕ
、
Ｌ
Ｔ
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｓ
Ｋ
）。
裁
判
手
数
料
は
、
一
般
に
、

訴
訟
を
提
起
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
、
そ
し
て
、
上
訴
す
る
場
合
に
は
よ
り
高
額
な
手
数
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
じ

て
、
そ
れ
自
体
は
重
大
な
障
害
で
は
な
く
、
平
均
す
る
と
第
一
審
で
は
一
〇
〇
～
二
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
り
、
上
訴
段
階
で
は
五
〇
〇

ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
裁
判
手
数
料
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
著
し
く
高
く
、
最
高
裁
で
は
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
る
。
い
く
つ
か
の
国
で

は
、
多
数
原
告
は
、
同
じ
請
求
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
裁
判
手
数
料
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
例
え
ば
、
Ｃ
Ｚ
）。
こ
れ
は
、

訴
訟
が
、
原
告
で
は
な
く
、
訴
状
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
ス
ロ
バ
キ
ア
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

多
く
の
研
究
対
象
国
で
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
裁
判
手
数
料
の
計
算
シ
ス
テ
ム
は
、
訴
訟
の
経
済
的
価
値
、「
訴
訟
物
の
価
値
」（
問

題
に
な
っ
て
い
る
利
益
）
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
市
民
の
構
成
員
が
行
政
の
作
為
お
よ
び
不
作
為
を
争
う
場
合
に
も
、

ド
イ
ツ
お
よ
び
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
環
境
事
件
で
適
用
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
訴
額
は
、
行
政
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
文
書
、
す
な
わ
ち
、
訴
訟

物
の
価
値
カ
タ
ロ
グ
に
よ
り
計
算
さ
れ
る(18)。
計
算
は
、
当
該
事
件
に
お
け
る
原
告
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
、
操
業
者
の
利
益

は
重
要
で
は
な
い
。
裁
判
手
数
料
は
、
当
該
価
値
の
割
合
に
よ
る(19)。
こ
れ
ら
の
裁
判
手
数
料
は
、
環
境
問
題
に
関
す
る
通
常
の
事
件
で

は
七
〇
〇
～
一
、二
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
し
か
し
、
訴
訟
物
の
価
値
カ
タ
ロ
グ
に
よ
れ
ば
、
裁
判
手
数
料
は
、
鑑
定
人
が
含
ま
れ
る

と
増
大
す
る
。
ド
イ
ツ
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
裁
判
手
数
料
は
、
各
審
級
ご
と
に
、
典
型
的
な
自
然
保
護
事
件
で
は
、
四
、〇
〇
〇

～
約
八
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
ま
た
、
弁
護
士
費
用
は
訴
額
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
審
級
ご
と
に
七
〇
〇
～
三
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
で

あ
る(20)。

多
く
の
研
究
対
象
国
で
裁
判
所
へ
の
上
訴
に
つ
い
て
は
、
弁
護
士
に
よ
る
支
援
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
（
Ａ
Ｔ
、
Ｅ
Ｓ
、
Ｆ
Ｒ
、

Ｅ
Ｌ
、
Ｈ
Ｒ
、
Ｌ
Ｕ
、
Ｍ
Ｔ
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｓ
Ｉ
、
Ｓ
Ｋ
、
Ｕ
Ｋ
）。
い
く
つ
か
の
国
で
は
訴
訟
代
理
人
は
第
一
審
で
は
義
務
付
け
ら
れ
て
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い
な
い
（
例
え
ば
、
Ｃ
Ｚ
、
Ｄ
Ｅ
、
Ｆ
Ｒ
、
Ｎ
Ｌ
、
Ｐ
Ｌ
）。
し
か
し
、
最
高
裁
に
上
告
す
る
場
合
に
は
、
共
通
し
て
弁
護
士
強
制
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
弁
護
士
費
用
は
国
に
よ
り
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
自
然
保
護
法
に
基
づ
き
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

提
訴
す
る
場
合
の
典
型
的
な
費
用
は
、
約
二
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
り
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
高
等
裁
判
所
で
の
四
日
間
の
審
問
に
か

か
る
費
用
は
、
八
六
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
る(21)。
イ
ギ
リ
ス
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
訴
訟
で
は
、
五
〇
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
を
超
え
る
こ
と

も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
専
門
家
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
最
低
三
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
か
か
り
、
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、

一
つ
の
事
件
で
二
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
未
満
と
い
う
こ
と
は
希
で
あ
る
。
ギ
リ
シ
ャ
で
は
国
務
院
の
事
件
で
は
、
少
な
く
と
も
二
、八
〇
〇

ユ
ー
ロ
か
か
る
。
他
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
一
般
に
「
無
料
」
で
あ
り
、
各
当
事
者
は
自
分
の
費
用
を
負
担
す
る
。

要
す
る
に
、
各
国
の
費
用
は
、
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
国
レ
ポ
ー
ト
の
情
報
か
ら
、
多
く
の
国
で
、
訴
訟
は
、
専
門
家

の
助
言
に
か
か
る
か
も
し
れ
な
い
費
用
を
除
い
て
、
二
、〇
〇
〇
～
一
〇
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
か
か
る
と
い
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

一
般
に
、
各
当
事
者
は
、
環
境
事
件
の
審
査
請
求
に
お
い
て
は
、
自
己
の
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
訴

訟
に
お
け
る
費
用
分
配
の
基
本
原
則
は
―
民
事
事
件
に
お
い
て
も
、
司
法
審
査
に
つ
い
て
も
―
「
敗
訴
者
負
担
原
則
」
ま
た
は
「
費
用

は
事
案
に
応
じ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
原
則
は
―
ま
た
は
そ
の
修
正
形
が
―
ほ
と
ん
ど
の
研
究
対
象
国
の
裁
判
で
適
用
さ
れ
て
い

る
が
、
例
外
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
そ
し
て
―
司
法
審
査
事
件
に
お
い
て
は
―
ス
ロ
ベ
ニ
ア
で
あ
り
、
ル
ク
セ
ン
ブ

ル
ク
で
は
、
同
原
則
は
弁
護
士
費
用
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
イ
タ
リ
ア
で
は
、
敗
訴
者
負
担
原
則
は
、
以
前
は
例
外
で
あ
っ
た
が
、
最

近
で
は
よ
り
一
般
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
決
（
C-427/07）
に
従
い
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
環
境
ア
セ
ス
メ

ン
ト
、
統
合
的
汚
染
防
止
管
理
・
産
業
排
出
事
件
お
よ
び
戦
略
的
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
事
件
並
び
に
特
定
領
域
の
計
画
お
よ
び
環
境
法

の
執
行
を
目
的
と
す
る
訴
訟
の
訴
訟
費
用
に
関
し
、
特
別
の
措
置
を
採
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
で
は
、
各
当
事
者
が
自
己
の
費
用
を

負
担
す
る
の
が
一
般
原
則
で
あ
る
。
多
数
の
国
に
お
い
て
敗
訴
者
負
担
原
則
の
適
用
は
、
裁
判
官
の
裁
量
と
さ
れ
、
敗
訴
者
が
負
担
す
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べ
き
勝
訴
者
の
全
費
用
ま
た
は
一
部
費
用
の
総
額
に
つ
い
て
は
裁
判
官
が
決
定
す
る
。
弁
護
士
費
用
に
関
す
る
固
定
的
な
枠
組
み
の
シ

ス
テ
ム
、
ま
た
は
勝
訴
者
の
実
際
の
費
用
の
一
定
割
合
の
み
を
敗
訴
者
に
支
払
わ
せ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
極
め
て
一
般
的
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
裁
判
官
は
費
用
に
関
す
る
裁
量
を
有
す
る
も
の
の
、
敗
訴
者
が
勝
訴
者
の
費
用
を

全
て
支
払
う
と
い
う
一
般
的
な
原
則
を
修
正
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
原
告
は
、
保
護
費
用
命
令
（
Ｐ

Ｃ
Ｏ
）
を
通
じ
て
、
支
払
う
べ
き
費
用
に
上
限
を
設
け
る
よ
う
請
求
で
き
る
が
、
そ
の
よ
う
な
命
令
に
伴
う
条
件
に
関
す
る
問
題
が
存

在
し
続
け
て
い
る
。
一
般
に
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
充
た
す
こ
と
は
難
し
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
よ
り
一
層
困

難
で
あ
る
。

チ
ェ
コ
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ス
ロ
バ
キ
ア
で
は
敗
訴
者
負
担
原
則
が
優
勢
で
あ
る
も
の
の
、
公
的
機
関
は
、

自
分
た
ち
の
法
的
費
用
を
取
り
戻
す
可
能
性
を
利
用
で
き
な
い
か
、
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
（
一
方
的
な
費
用
シ
フ
ト
）。
そ
れ
故
、
こ

れ
ら
の
国
々
で
は
、
実
務
上
は
、
行
政
庁
に
よ
る
環
境
上
の
決
定
を
争
う
場
合
に
、
公
益
の
た
め
に
敗
訴
し
て
も
、
不
当
に
高
額
に
は

な
ら
な
い
。

専
門
家
の
助
言
費
用
は
当
事
者
が
負
担
す
る
が
、
そ
れ
は
か
な
り
の
額
に
な
り
う
る
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
そ
れ
ら
の
費
用

は
典
型
的
に
は
一
五
、〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
近
く
に
な
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、
空
中
写
真
や
実
験
分
析
の
よ
う
に
事
実
に
関
す
る
証
拠
を

入
手
す
る
た
め
に
し
ば
し
ば
必
要
と
な
る
費
用
は
、
い
く
つ
か
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
予
算
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
程
度
同
様
の
こ
と
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
報
告
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
費
用
は
、
時
と
し
て
敗
訴
者
に
弁
済
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
だ
と
し
て
も
、
専
門
家
の
助

言
費
用
は
、
問
題
が
あ
る
と
い
う
報
告
が
多
い
。

次
節
で
詳
細
に
述
べ
る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
研
究
対
象
国
で
は
、
原
告
は
環
境
上
の
決
定
や
活
動
の
差
止
め
を
得
る
た
め
に
損
害
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の
保
証
ま
た
は
相
互
保
証
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(22)。
も
し
差
止
め
を
請
求
し
た
当
事
者
が
最
終
的
に
そ
の
事
案
で
敗
訴
し
た
場
合

に
は
、
保
証
金
は
当
該
活
動
の
遅
延
の
結
果
生
じ
た
他
当
事
者
の
何
ら
か
の
損
害
を
支
払
う
た
め
に
使
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
と
結
び
つ
い
た
高
額
な
費
用
は
、
行
政
の
作
為
ま
た
は
不
作
為
を
争
う
市
民
の
構
成
員
に
と
っ
て
重
大
な
障
害
と
な
り
う
る
。
保
証

金
の
支
払
い
と
い
う
要
件
は
、
多
額
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
を
必
要
と
す
る
か
も
し
れ
ず
、
差
止
め
を
請
求
し
た
当
事
者
は
、
そ
の
事
案
で
勝

訴
し
た
場
合
に
の
み
、
こ
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
キ
プ
ロ
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ

び
イ
ギ
リ
ス
の
専
門
家
は
、
仮
の
救
済
を
確
保
す
る
実
際
の
ま
た
は
潜
在
的
な
費
用
の
た
め
に
実
効
的
な
救
済
を
得
る
の
が
困
難
で
あ

る
と
報
告
し
て
い
る
。

ほ
ぼ
す
べ
て
の
研
究
対
象
国
が
、
少
な
く
と
も
関
係
市
民
の
個
々
の
構
成
員
の
た
め
に
、
司
法
手
続
費
用
を
改
善
す
る
た
め
の
法
的

扶
助
の
枠
組
み
を
設
け
て
い
た
。
し
か
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
法
的
扶
助
の
枠
組
み
に
資
金
が
充
分
手
当
て
さ
れ
て
お
ら
ず
、
範

囲
が
限
定
さ
れ
て
お
り
、
キ
プ
ロ
ス
や
ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
法
的
扶
助
は
理
論
的
に
は
入
手
可
能
で
あ
る
が
、
当
該
国
の
専
門
家
は
環
境

事
件
に
お
け
る
実
例
を
知
ら
な
い
。

法
的
扶
助
の
供
与
要
件
は
国
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
一
般
に
、
申
立
人
の
収
入
状
況
に
依
存
し
、
そ
れ
は
（
か
な
り
）
低
い

レ
ベ
ル
に
設
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
多
く
の
加
盟
国
で
は
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
団
体
は
法
的
扶
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
、
か

な
り
例
外
的
な
場
合
に
の
み
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
は
、
法
的
扶
助
が
僅
か
な
額
で
あ
る
が
故
に
、
弁
護
士
は
扶
助
を
受
け
る
こ
と
に
熱

心
で
は
な
い
。
そ
の
例
外
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
あ
り
、
公
益
を
代
表

す
る
組
織
は
法
的
扶
助
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ス
ロ
バ
キ
ア
お
よ
び
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
政
府
は
さ
ま
ざ
ま
な
参
加
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
あ
る
程
度
の
資
金
を
提
供
し
て
お

り
、
そ
の
一
部
の
国
で
は
、
司
法
手
続
へ
の
参
加
も
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
に
、
環
境
訴
訟
の
費
用
が
高
額
で
あ
る
が
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故
に
、
公
益
団
体
は
自
己
の
団
体
内
部
の
弁
護
士
か
、
プ
ロ
ボ
ノ
ベ
ー
ス
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
弁
護
士
に
頼
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、
国
内
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
司
法
手
続
の
費
用
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
キ

プ
ロ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
マ

ル
タ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
環
境
上
の
司
法
ア
ク
セ
ス
の

障
害
と
み
な
さ
れ
て
お
り
―
ま
た
は
、
少
な
く
と
も
―
、
抑
制
的
な
効
果
を
有
し
て
い
る
。

⚕

環
境
争
訟
に
お
け
る
実
効
性(23)

オ
ー
フ
ス
条
約
に
は
、
実
効
的
な
環
境
争
訟
に
関
す
る
基
本
的
な
要
件
が
存
在
す
る
。
九
条
四
項
お
よ
び
同
五
項
に
よ
れ
ば
、
九
条

三
項
の
手
続
は
、
適
宜
差
止
命
令
を
含
む
適
切
か
つ
実
効
的
な
救
済
を
提
供
し
、
公
正
か
つ
衡
平
で
時
宜
に
か
な
っ
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
各
締
約
国
は
、
条
約
に
基
づ
く
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
行
政
的
お
よ
び
司
法
的
な
審
査
手
続
の
可
能
性
に
つ
い
て
、

市
民
に
知
ら
せ
る
責
任
も
あ
る
。

行
政
手
続
の
完
了
に
関
し
明
文
で
定
め
ら
れ
た
期
間
と
期
限
は
、
研
究
対
象
国
に
か
な
り
共
通
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
逆
に
、

司
法
手
続
に
関
し
て
は
、
判
決
を
下
す
ま
で
の
期
限
が
法
律
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
は
希
で
あ
り
、「
著
し
い
遅
れ
の
な
い
よ
う
に
」

と
か
、「
合
理
的
な
期
間
内
に
」
な
ど
と
定
め
る
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
第
一
審
の
行
政
裁
判
所

は
原
則
と
し
て
六
ヶ
月
以
内
に
判
決
を
言
い
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
ま
た
、
チ
ェ
コ
や
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

や
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
特
定
の
法
律
が
、
裁
判
所
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
ヶ
月
と
六
ヶ
月
以
内
に
判
決
を
下
す
こ
と
を
求
め

て
い
る
。
単
に
一
般
的
な
宣
言
的
規
定
に
よ
り
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
国
々
で
は
、
各
国
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
遅
延
問
題
が
広
範
に

報
告
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
多
く
の
国
で
、
そ
の
こ
と
が
実
効
的
な
司
法
の
重
大
な
障
害
と
み
な
さ
れ
て
い
る
（
Ｂ
Ｇ
、
Ｈ
Ｒ
、
Ｃ
Ｙ
、
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Ｆ
Ｒ
、
Ｅ
Ｌ
、
Ｈ
Ｕ
、
Ｉ
Ｅ
、
Ｉ
Ｔ
、
Ｌ
Ｔ
、
Ｍ
Ｔ
、
Ｐ
Ｔ
、
Ｒ
Ｏ
、
Ｓ
Ｋ
、
Ｅ
Ｓ
、
Ｓ
Ｅ
、
Ｕ
Ｋ
）。

本
研
究
の
対
象
で
あ
る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
加
盟
国
が
、
通
常
当
該
国
の
立
法
機
関
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制
度
を

有
し
て
い
る
。
基
本
的
に
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
と
は
、
行
政
主
体
と
紛
争
に
あ
る
個
人
お
よ
び
法
人
を
援
助
す
る
独
立
的
な
審
査
機
関
で

あ
る
。
通
常
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
不
服
を
調
査
し
、
調
査
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
制
度
は
、
極
め
て
柔
軟
で
、
費
用

が
低
廉
か
つ
簡
易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
権
限
は
、
調
査
、
報
告
、
あ
っ
せ
ん
、
勧
告
と
い
っ

た
法
的
拘
束
力
の
な
い
活
動
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
、
基
本
的
に
九
条
四
項
に
い
う
実

効
的
な
救
済
と
し
て
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
務
上
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
は
極
め
て
有
益
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
故
、
環
境
権
の
補
完
的
な
保
護
装
置
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
加
盟
国
で
は
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
勧
告

に
従
う
よ
う
求
め
る
政
治
的
圧
力
に
よ
り
、
勧
告
が
遵
守
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る(24)。
い
く
つ
か
の
国
（
Ａ
Ｔ
、

Ｃ
Ｚ
、
Ｅ
Ｌ
、
Ｈ
Ｕ
、
Ｐ
Ｌ
、
Ｒ
Ｏ
、
Ｅ
Ｓ
）
に
お
い
て
は
、
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
が
実
際
に
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
は
係

属
中
の
環
境
事
件
に
訴
訟
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
特
筆
に
値
す
る
。

審
査
請
求
の
提
起
は
、
通
常
、
争
わ
れ
て
い
る
決
定
を
留
保
さ
せ
る
。
そ
の
よ
う
な
「
停
止
効
」
は
多
数
の
研
究
対
象
国
で
認
め
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
例
外
は
、
ベ
ル
ギ
ー
、
キ
プ
ロ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、

マ
ル
タ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
お
よ
び
ス
ペ
イ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
法
体
系
に
お
い
て
、
あ
る
種
の
決

定
は
常
に
直
接
的
な
効
果
を
有
し
、
ま
た
は
、
操
業
者
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
若
し
く
は
独
自
に
「
進
行
決
定
」
を
発
す
る
可
能
性
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。
対
照
的
に
、
司
法
審
査
は
、
通
常
、
停
止
効
を
有
し
な
い
が
、
そ
の
例
外
は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

ド
イ
ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
お
よ
び
―
第
一
審
に
関
し
て
は
―
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
あ
る
。
ラ
ト
ビ
ア
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
特
別
法

の
も
と
で
提
起
さ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
こ
の
こ
と
が
当
て
は
ま
る
。
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も
し
手
続
が
停
止
効
を
有
し
な
い
場
合
、
市
民
の
構
成
員
は
、
他
の
救
済
を
求
め
て
い
る
間
、
環
境
に
損
害
を
与
え
る
決
定
や
活
動

を
停
止
す
る
よ
う
差
止
め
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
差
止
め
が
認
め
ら
れ
る
基
準
は
国
に
よ
り
多
様
で
あ
る
が
、
遅
延
の
危
険
、

実
体
的
な
勝
訴
の
蓋
然
性
、
個
人
的
損
害
お
よ
び
利
益
の
衡
量
と
い
う
、
四
つ
の
基
本
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る(25)。

か
な
り
多
く
の
研
究
対
象
国
に
お
い
て
、
適
時
に
差
止
命
令
を
得
る
可
能
性
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
環
境
上
の
決
定
を
裁
判
所
で

争
う
際
の
重
大
な
手
続
的
課
題
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
緩
慢
な
手
続
と
実
効
的
な
執
行
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
般
的
な
欠
如

と
相
ま
っ
て
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
キ
プ
ロ
ス
、
チ
ェ
コ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
司
法
ア
ク
セ
ス
の
重
大
な
障
害
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
環
境
法
と
手
続
体
系
の
複
雑
さ
が
主
た
る
課
題
と
し
て
強
調
さ
れ
て
い
る
国
も
あ
る
。
二
、
三
の
研

究
対
象
国
で
は
、
裁
判
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
信
頼
の
欠
如
に
つ
い
て
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
研
究
対
象
国
で
は
、
差
止
め
を
請
求
す
る
当
事
者
は
損
害
の
保
証
や
相
互
保
証
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
（
Ｂ
Ｅ
、
Ｃ
Ｙ
、
Ｅ
Ｓ
、
Ｉ
Ｅ
、
Ｉ
Ｔ
、
Ｕ
Ｋ
）。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
国
で
、
当
該
シ
ス
テ
ム
は
、
適
切
な
救
済
と
い
う
オ
ー

フ
ス
条
約
の
要
件
を
遵
守
す
る
た
め
に
裁
判
所
が
保
証
金
を
免
除
ま
た
は
減
額
す
る
裁
量
を
有
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
司
法
ア

ク
セ
ス
の
障
害
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

最
後
の
質
問
事
項
は
―
差
止
命
令
の
実
効
性
の
欠
如
、
損
害
の
相
互
保
証
に
関
す
る
高
額
な
費
用
お
よ
び
／
ま
た
は
時
間
の
か
か
る

手
続
の
た
め
に
―
「
訴
訟
で
勝
っ
て
も
、
実
質
的
に
負
け
る
」
と
い
う
事
案
の
存
在
に
関
係
す
る
。
多
く
の
国
の
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
、

そ
の
よ
う
な
例
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
フ
ラ
ク
シ
ス
（
Fluxys）
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
件(26)、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
カ
ン

フ
ァ
ナ
ー
ル
（
K
anfanar）
石
切
場
事
件(27)、
チ
ェ
コ
の
Ｄ
⚘
高
速
道
路
事
件(28)、
フ
ラ
ン
ス
の
ワ
テ
レ
（
W
attelez）
事
件(29)、
オ
ラ
ン

ダ
の
エ
ー
ム
ス
発
電
所
（
Eem
scentrale）
事
件(30)、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
カ
ス
テ
ロ
・
ベ
ル
デ
（
Castro
V
erde）
高
速
道
路
事
件
（
cf.
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C-239/04
(31
)）、

ス
ロ
バ
キ
ア
の
ペ
ジ
ノ
ク
（
Pezinok）
処
分
場
事
件
と
モ
ホ
フ
チ
ェ
（
M
ochovce）
発
電
所
事
件(32)で
あ
る
。
ス
ペ
イ

ン(33)で
は
、
マ
ド
リ
ッ
ド
の
Ｍ
30
高
速
事
件
と
ア
ル
メ
リ
ア
の
エ
ル
ア
ル
ガ
ロ
ビ
コ
（
ElA
lgarrobico）
ホ
テ
ル
事
件
が
言
及
さ
れ
て

お
り
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
―
幾
分
古
い
が
―
有
名
な
ラ
ッ
ペ
ル
（
Lappel）
銀
行
事
件
（
C44/95
(34
)）

が
あ
る
。
別
の
例
と
し
て
は
、
サ

ン
タ
・
カ
テ
リ
ー
ナ
・
ヴ
ァ
ル
フ
ル
ヴ
ァ
（
Santa
Caterina
V
alfurva）
事
件
が
欧
州
司
法
裁
判
所
の
判
例
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て

い
る(35)。

三

勧
告
の
要
点

⚑

概
要

総
合
レ
ポ
ー
ト
の
後
半
部
分
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
お
け
る
オ
ー
フ
ス
条
約
九
条
三
項
の
履
行
に
関
す
る
鍵
と
な
る
い
く
つ
か
の
事
項

を
総
合
的
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
、
そ
の
よ
う
な
要
因
を
促
進
す
る
た
め
の
適
切
な
Ｅ
Ｕ
法
の
規
定
の
仕
方
に
つ

い
て
勧
告
を
行
っ
て
い
る
。
紙
数
の
関
係
上
、
本
論
文
で
そ
の
す
べ
て
を
繰
り
返
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
以
下
、
勧
告
の
要
点
を
述

べ
る
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
オ
ー
フ
ス
条
約
に
加
盟
し
て
い
な
い
国
々
に
お
い
て
も
、
世
界
中
の
よ
り
広
い
地
域
に
お
け
る
環
境
事
項

の
司
法
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
考
え
方
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
の
糧
と
な
り
う
る
。

⚒

総
論
的
な
提
言

•
環
境
事
項
に
お
け
る
司
法
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

•
そ
の
指
令
の
適
用
範
囲
は
、
人
間
の
健
康
お
よ
び
自
然
資
源
の
保
護
と
合
理
的
な
利
用
に
関
す
る
立
法
を
含
め
、
環
境
を
保
護
・

改
善
す
る
目
的
を
有
す
る
す
べ
て
の
Ｅ
Ｕ
法
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
、
二
〇
〇
三
年
提
案
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
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•
例
え
ば
、「
行
政
の
作
為
」
お
よ
び
「
行
政
の
不
作
為
」
と
い
っ
た
二
〇
〇
三
年
提
案
の
い
く
つ
か
の
定
義
も
、
用
い
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

⚓

原
告
適
格
と
審
査
範
囲

•
当
該
指
令
の
も
と
で
司
法
ア
ク
セ
ス
を
付
与
さ
れ
る
市
民
の
構
成
員
の
定
義
は
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
指
令
で
用
い
ら
れ
て
い
る

基
本
的
な
定
義
を
引
き
写
せ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、「
環
境
上
の
意
思
決
定
手
続
に
よ
り
影
響
を
受
け
、
若
し
く
は
影

響
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
、
又
は
こ
れ
に
関
心
を
有
す
る
市
民
…
…
。
こ
の
定
義
の
目
的
の
た
め
に
、
環
境
保
護
を
促
進
し
、

か
つ
、
国
内
法
の
要
件
を
充
た
す
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
関
心
を
有
す
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
」。

•
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
原
告
適
格
に
関
す
る
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
は
十
分
な
理
由
が
あ
り
、
そ
の
基
準
は
―
少
な
く
と
も
あ
る
程
度
―

二
〇
〇
三
年
提
案
で
用
い
ら
れ
て
い
る
基
準
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
登
録
と
年
度
会
計
監
査
と
い
う
要
件
は
、

削
除
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
期
間
要
件
も
破
棄
し
て
差
し
支
え
な
い
し
、
ま
た
は
、
少
な
く
と
も
、
問
題
と
な
っ
て
い
る

活
動
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
地
域
の
市
民
の
構
成
員
一
〇
〇
名
の
署
名
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
的
に
公
的
な
支
援
の
あ

る
こ
と
を
示
す
可
能
性
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

•
指
令
に
は
、
オ
ー
フ
ス
条
約
三
条
九
項
を
反
映
し
、
非
差
別
に
関
す
る
明
文
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

•
市
民
の
構
成
員
は
、
意
思
決
定
の
段
階
に
参
加
し
た
か
ど
う
か
に
関
わ
り
な
く
、
審
査
手
続
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
有
す
る
と
い
う
こ

と
を
明
確
に
す
る
規
定
も
置
く
べ
き
で
あ
る
。

•
審
査
の
範
囲
は
、
争
わ
れ
て
い
る
決
定
の
手
続
的
適
法
性
と
実
体
的
適
法
性
の
両
方
を
含
む
べ
き
で
あ
る
。
後
者
の
こ
と
を
明
確

に
す
る
た
め
に
、
申
立
人
は
、
争
い
の
あ
る
決
定
の
内
容
を
争
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
審
査
機
関
は
、
申
立
人
が
争
っ
て
い
る
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す
べ
て
の
関
連
事
項
に
つ
い
て
事
案
を
調
査
す
る
責
任
を
有
す
る
旨
を
指
令
に
示
す
こ
と
も
あ
り
う
る
。

•
行
政
の
不
作
為
の
問
題
に
つ
い
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
司
法
ア
ク
セ
ス
指
令
案
で
用
い
ら
れ
た
モ
デ
ル
は
、
責
任
を

有
す
る
公
的
機
関
が
決
定
を
せ
ず
、
ま
た
は
不
作
為
で
あ
る
場
合
に
こ
れ
を
争
う
手
続
の
概
略
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
方

向
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

⚔

環
境
争
訟
の
費
用

•
環
境
争
訟
の
費
用
の
上
限
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
指
令
に
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
は
、
一
般
的
に
環

境
に
関
す
る
す
べ
て
の
Ｅ
Ｕ
法
に
適
用
可
能
な
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。

•
費
用
に
関
す
る
一
般
的
な
規
定
を
司
法
ア
ク
セ
ス
指
令
に
設
け
、
環
境
争
訟
に
お
け
る
費
用
は
、
主
観
的
テ
ス
ト
と
客
観
的
テ
ス

ト
の
双
方
の
適
用
に
よ
り
設
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
通
常
の
市
民
、

市
民
社
会
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
と
っ
て
何
が
過
度
に
高
額
で
あ
る
の
か
が
、
原
告
の
財
政
状
況
と
当
該
国
に
お
け
る

生
活
費
の
両
方
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
当
該
規
定
で
は
、
当
該
事
案
に
お
け
る
環
境
保
護
に
お
け
る
公
益
の
適

正
な
考
慮
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
規
定
す
べ
き
で
あ
る
。
費
用
負
担
責
任
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
、
市
民
の
構
成
員
の
広
範
な
司
法

ア
ク
セ
ス
と
い
う
目
的
に
寄
与
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

•
規
定
に
は
、
環
境
上
の
意
思
決
定
へ
の
参
加
費
用
は
回
避
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
規
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
審

査
請
求
の
費
用
と
裁
判
費
用
は
、
合
理
的
な
レ
ベ
ル
と
し
、
な
る
べ
く
定
額
料
金
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

•
環
境
争
訟
に
お
け
る
費
用
の
上
限
の
別
表
を
設
け
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
。
費
用
の
一
覧
表
が
明
文
上
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
な

い
場
合
に
は
、
申
立
人
が
手
続
の
早
い
段
階
で
、
別
途
、
費
用
問
題
に
関
す
る
決
定
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
可
能
性
が
存
在
し
て
い
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

•
公
的
機
関
に
関
し
て
は
、
一
方
的
な
費
用
の
転
嫁
に
関
す
る
規
定
が
必
要
で
あ
る
。

•
法
的
扶
助
に
つ
い
て
決
定
す
る
場
合
に
は
、
当
該
事
案
の
公
益
を
適
切
に
考
慮
す
べ
き
旨
を
定
め
る
規
定
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

に
加
え
、
こ
の
枠
組
み
で
は
、
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
一
定
の
条
件
の
も
と
で
法
的
扶
助
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

•
悪
意
の
あ
る
事
案
、
気
ま
ぐ
れ
な
事
案
で
は
、
よ
り
強
力
な
費
用
負
担
責
任
を
適
用
し
う
る
。

⚕

実
効
性
に
関
す
る
諸
問
題

•
仮
決
定
に
関
す
る
規
定
で
は
、
審
査
機
関
に
よ
る
仮
決
定
を
得
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
当
該
規
定

は
、
一
般
的
に
す
べ
て
の
Ｅ
Ｕ
環
境
法
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

•
差
止
命
令
に
関
す
る
規
定
で
は
、
当
該
命
令
に
関
し
決
定
す
る
場
合
に
は
、
国
内
の
裁
判
所
が
環
境
保
護
お
よ
び
他
の
公
益
を
考

慮
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
す
べ
き
で
あ
る
。
操
業
が
重
要
な
公
益
や
Ｅ
Ｕ
法
に
よ
り
保
護
さ
れ
て
い
る
利
益
に
関
わ
る
場
合
、

操
業
者
が
、
事
案
の
終
局
的
な
決
定
が
な
さ
れ
る
前
に
事
業
を
開
始
す
る
た
め
に
は
極
め
て
強
力
な
理
由
が
必
要
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
出
発
点
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
単
な
る
経
済
的
利
益
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
操
業
に

対
す
る
広
範
な
反
対
が
存
在
す
る
状
況
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

•
将
来
の
指
令
に
は
、
損
害
の
保
証
金
ま
た
は
損
害
の
相
互
保
証
を
禁
止
す
る
明
確
な
条
文
が
設
け
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

•
最
後
に
、
環
境
争
訟
の
期
限
に
関
す
る
明
文
規
定
が
必
要
で
あ
る
。
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⚖

お
わ
り
に

最
後
に
、
環
境
分
野
の
審
査
請
求
と
司
法
ア
ク
セ
ス
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
研
究
対
象
国
の
一
般
的
な
傾
向

と
し
て
、
市
民
の
構
成
員
の
た
め
の
司
法
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
障
害
は
、
審
査
請
求
と
い
う
中
間
的
な
段
階
を
設
け
て
い
る
シ
ス
テ
ム

と
比
べ
、
市
民
が
行
政
の
作
為
ま
た
は
不
作
為
を
争
う
た
め
に
直
接
的
に
司
法
審
査
を
申
し
立
て
る
可
能
性
し
か
持
た
な
い
シ
ス
テ
ム

の
方
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
般
に
、
審
査
請
求
は
、
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
よ
り
高
い
機
関
に
よ
り
、
し
ば
し
ば
国
家
レ
ベ
ル
で
、

事
案
の
完
全
な
実
体
審
査
を
行
う
可
能
性
を
提
供
す
る
。
そ
の
よ
う
な
機
関
は
、
す
べ
て
の
―
ま
た
は
少
な
く
と
も
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
重
要
な
―
審
査
請
求
に
係
る
決
定
を
分
析
し
て
き
た
経
験
に
基
づ
き
、
よ
り
高
い
能
力
を
獲
得
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
合
理
的

で
あ
る
。
上
訴
は
、
一
般
に
停
止
効
を
有
し
、
審
査
機
関
は
、
通
常
事
案
を
調
査
す
る
義
務
が
あ
り
、
行
政
手
続
法
は
、
裁
判
よ
り
も

柔
軟
な
手
続
を
可
能
と
し
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
手
続
は
、
し
ば
し
ば
修
復
的
、
実
効
的
で
、
か
つ
、
時
宜
に
か
な
っ
て
お
り
、

当
事
者
の
費
用
は
一
般
に
低
廉
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
行
政
機
関
が
独
立
的
か
つ
公
平
で
、
そ
の
決
定
が
行
政
手
続
に
お
け

る
終
局
的
な
も
の
で
あ
る
場
合
、
欧
州
人
権
条
約
六
条
の
審
判
所
お
よ
び
欧
州
連
合
の
機
能
に
関
す
る
条
約
（
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
条
約
）
二
六

七
条
に
い
う
裁
判
所
の
要
件
を
も
充
た
す
か
も
し
れ
な
い(36)。
も
し
そ
う
な
っ
た
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
機
関
は
市
民
の
構
成
員
に
「
行

政
ま
た
は
司
法
手
続
を
提
供
す
る
」
と
い
う
オ
ー
フ
ス
条
約
九
条
三
項
の
要
件
を
も
充
た
す
。
そ
の
後
の
司
法
審
査
は
成
文
法
の
側
面

に
限
定
さ
れ
う
る
の
で
、
こ
の
さ
ら
な
る
機
関
は
、
当
該
秩
序
の
実
効
性
を
改
善
す
る
。

も
し
Ｅ
Ｕ
が
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
オ
ー
フ
ス
条
約
九
条
三
項
の
履
行
の
た
め
の
立
法
に
向
け
た
行
動
を
と
る
場
合
、
一
連
の
立
法
に
行

政
不
服
審
査
機
関
の
必
要
性
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
は
、
各
加
盟
国
の
手
続
的
な
自
律
性
に
介
入
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
行
わ
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
が
最
後
の
指
摘
に
な
る
が
、
他
の
加
盟
国
や
オ
ー
フ
ス
条
約
締
約
国
に
お
い
て
、
好
例
に
関
す
る
知
見

を
改
善
し
、
広
め
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
不
服
審
判
所
お
よ
び
そ
の
賛
否
両
論
を
研
究
す
る
価
値
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
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(⚑
)
Ｅ
Ｕ
機
関
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
は
、
オ
ー
フ
ス
条
約
は
、「
環
境
問
題
に
お
け
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
意
思
決
定
へ
の
市
民
参
加
及

び
司
法
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
オ
ー
フ
ス
条
約
の
規
定
の
Ｅ
Ｕ
機
関
へ
の
適
用
に
関
す
る
二
〇
〇
六
年
九
月
六
日
の
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
規

則
」（
N
o
1367/2006）
に
よ
り
履
行
さ
れ
て
い
る
。

(⚒
)
判
例
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ブ
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
「
環
境
問
題
に
お
け
る
司
法
ア
ク
セ
ス
―
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
展
開
」
行
政
法
研
究

五
号
（
二
〇
一
四
年
）
に
お
い
て
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
誌
は
、
二
〇
一
三
年
三
月
に
大
阪
大
学
が
開
催
し
た
国
際
会
議
「
グ
リ
ー

ン
ア
ク
セ
ス
の
実
効
的
保
障
を
め
ざ
し
て
―
日
本
の
成
果
と
課
題
―
」
の
論
文
集
で
あ
り
、
す
べ
て
の
報
告
は
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
、

ブ
レ
イ
ク
ラ
ン
ド
氏
の
論
文
は
、
英
語
で
も
入
手
可
能
で
あ
る
（
http://greenaccess.law
.osaka-u.ac.jp/w
p-content/

uploads/2014/05/arten-brakelandup.pdf）。
会
議
の
報
告
資
料
は
、
グ
リ
ー
ン
ア
ク
セ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
http://greenaccess.law
.osaka-u.ac.jp/english/international-sym
posium
-m
arch-2013）。

(⚓
)
｢実
効
的
な
司
法
」
と
い
う
総
合
レ
ポ
ー
ト
の
最
終
版
は
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
に
公
表
さ
れ
、
全
二
八
カ
国
の
レ
ポ
ー
ト
と
と
も
に
欧

州
委
員
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
入
手
可
能
で
あ
る
（
http://ec.europa.eu/environm
ent/aarhus/access_studies.htm
）。
中
国
語
版
は
、

欧
中
環
境
ガ
バ
ナ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
（
http://w
w
w
.ecegp.com
/english/know
ledge/Section-2.asp）。

(⚔
)
環
境
問
題
に
お
け
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
意
思
決
定
へ
の
市
民
参
加
及
び
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
条
約
の
Ｅ
Ｃ
の
た
め
の
結
論

に
関
す
る
二
〇
〇
五
年
二
月
一
七
日
の
欧
州
理
事
会
決
議
の
付
属
書
（
2005/370）
―
環
境
問
題
に
お
け
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
意
思
決
定

へ
の
市
民
参
加
及
び
司
法
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
条
約
一
九
条
に
基
づ
く
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
宣
言
（
http://eur-lex.europa.eu/legal-con

tent/EN
/T
X
T
/?uri=O
J:JO
L_2005_124_R_0001_01）。

(⚕
)
環
境
問
題
に
お
け
る
司
法
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
指
令
案
（
2003/624/CO
M
）。

(⚖
)
http://w
w
w
.google.se/url?sa=t&
rct=j&
q=&
esrc=s&
source=w
eb&
cd=3&
ved=0CD
U
Q
FjA
C&
url=http%
3A
%
2F%
2Fec.

europa.eu%
2Fenvironm
ent%
2Faarhus%
2Fpdf%
2Fconf%
2Fm
ilieu.pdf&
ei=Lj7kV
O
W
K
H
IP0O
rePgPgI&
usg=A
FQ
jCN
Gciq

CN
deB2CiT
ZV
s3BpEttA
RfZLw
&
bvm
=bv.85970519,d.ZW
U

(⚗
)
チ
ェ
コ
の
国
内
レ
ポ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
チ
ェ
コ
の
憲
法
裁
判
所
は
、
良
好
な
環
境
に
関
す
る
権
利
は
自
然
人
の
み
に
帰
属
し
、
法
人
に
は

帰
属
し
な
い
こ
と
は
「
自
明
で
あ
る
」
の
で
、
環
境
団
体
は
こ
の
権
利
を
主
張
で
き
な
い
と
い
う
見
解
を
と
っ
て
い
る
（
Ｃ
Ｚ
（
Černý),p.

13）。
See
also
the
A
arhus
Convention̓
s
Com
pliance
Com
m
ittee
case
C/2010/50
para
49.
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(⚘
)
Eliantonio,M
&
Backes,Ch
&
van
Rhee,C.H
.&
Spronken,T
&
Berlee,A
:Standing
up
for
your
right(s)in
E
urope.A

com
parative
study
on
legal
standing
(locus
standi)
before
the
E
U
and
M
em
ber
States̓
courts.Report
to
the
European

Parliam
ent̓s
Com
m
ittee
on
Legal
A
ffairs,European
U
nion,2012.(p.70),EE
(Relve),p.9
and
FI
(W
aris),p.6.

(⚙
)
Ｅ
Ｌ
(K
allia),p.20.

(10
)
Ｎ
Ｌ
(Backes),p.9.

(11
)
Ｕ
Ｋ
(M
acrory
&
D
ay),p.12.

(12
)
Ｉ
Ｔ
(Caranta),p.11.

(13
)
Ｅ
Ｅ
(Relve),p.11f.

(14
)
Ｃ
Ｚ
(Černý),p.5,13-14.
な
お
、
最
近
、
遵
守
委
員
会
は
、
こ
の
論
理
は
オ
ー
フ
ス
条
約
九
条
二
項
に
合
致
し
な
い
と
判
断
し
た
。

See
C/2010/50
Czech
Republic
(2012-06-29),para
78-81.

(15
)
Ｐ
Ｔ
(A
ragão),p.30.

(16
)
本
節
の
内
容
は
、
大
部
分
が
イ
ギ
リ
ス
Ｗ
Ｗ
Ｆ
の
事
務
弁
護
士
で
あ
る
キ
ャ
ロ
ル
・
デ
イ
（
Carol
D
ay）
氏
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
。
費

用
問
題
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
オ
ー
フ
ス
条
約
司
法
ア
ク
セ
ス
部
会
第
四
回
会
合
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
次
の
文
書
を
参
照
。
D
arpö,J:O
n

Costs
in
the
E
nvironm
ental
Procedure.
31
January
2011,
published
on:
http://w
w
w
.unece.org/environm
ental-policy/

treaties/public-participation/aarhus-convention/envpptfw
g/envppatoj/analytical-studies.htm
l.

(17
)
環
境
団
体
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。

(18
)
ド
イ
ツ
に
お
け
る
訴
訟
物
の
価
値
に
関
す
る
情
報
は
、
欧
州
行
政
裁
判
官
協
会
の
ベ
ル
ナ
ー
・
ヘ
ー
ル
マ
ン
（
W
erner
H
eerm
ann）

氏
よ
り
提
供
さ
れ
た
。

(19
)
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
あ
る
手
数
料
（
Gebühr）
が
定
め
ら
れ
、
訴
訟
費
用
は
そ
の
手
数
料
の
数
に
よ
る
。
例
え
ば
、
訴
額
が
一
五
、

〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
と
さ
れ
れ
ば
、
手
数
料
は
二
四
二
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
行
政
裁
判
所
第
一
審
の
裁
判
手
数
料
は
七
二
六
ユ
ー
ロ
（
三
手

数
料
）、
第
二
審
は
九
六
八
ユ
ー
ロ
（
四
手
数
料
）、
最
高
裁
は
一
、
二
一
〇
ユ
ー
ロ
（
五
手
数
料
）
で
あ
る
。
差
止
命
令
の
場
合
、
裁
判
手
数

料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
四
九
ユ
ー
ロ
、
三
三
二
ユ
ー
ロ
、
四
一
五
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。

(20
)
Ｄ
Ｅ
(W
egener),p.17f.
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(21
)
Ｉ
Ｅ
(Ryall),p.34.

(22
)
実
際
に
は
、
逆
の
例
も
存
在
す
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
裁
判
所
で
争
わ
れ
て
い
る
許
可
に
基
づ
き
操
業
を
開
始
す

る
た
め
の
「
推
進
決
定
」
を
求
め
る
場
合
に
、
操
業
者
が
保
証
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(23
)
本
研
究
の
各
国
レ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
本
節
の
重
要
な
情
報
源
は
、
オ
ー
フ
ス
条
約
司
法
ア
ク
セ
ス
部
会
の
た
め
に
ヤ
フ
ァ
・
エ
プ
シ
ュ
タ

イ
ン
（
Y
affa
Epstein）
氏
が
行
っ
た
研
究
で
あ
る
。
A
ccessto
Justice:R
em
edies.Geneva
2011-03-09
and
A
pproachesto
A
ccess:

Ideas
and
Practices
for
A
ccess
to
Justice
in
E
nvironm
entalM
atters
in
the
A
reas
ofthe
Loser
Pays
Principle,LegalA
id,

and
Criteria
for
Injunctions.Study
prepared
for
the
4th
session
ofthe
M
eeting
ofthe
Parties
29
Jun
-
1
July
2011,both

published
on:
http://w
w
w
.unece.org/environm
ental-policy/treaties/public-participation/aarhus-convention/envppt

fw
g/envppatoj/analytical-studies.htm
l.

(24
)
Epstein:A
ccess
to
Justice:
R
em
edies,p.84.

(25
)
停
止
効
と
差
止
め
の
詳
細
に
つ
い
て
、
次
の
文
献
参
照
。
Epstein:A
ccess
to
Justice:
R
em
edies,p.86ff.

(26
)
Ｂ
Ｅ
(Lavrysen),p.31.

(27
)
Ｈ
Ｒ
(Capeta),p.23.

(28
)
Ｃ
Ｚ
(Černý),p.18.

(29
)
Ｆ
Ｒ
(M
akow
iak),p.15.

(30
)
Ｎ
Ｌ
(Backes),p.22.

(31
)
Ｐ
Ｔ
(A
ragão),p.21.

(32
)
Ｓ
Ｋ
(K
ováčechová),p.21.

(33
)
Ｅ
Ｓ
(M
oreno
M
olina),p.20.

(34
)
Ｕ
Ｋ
(M
acrory
&
D
ay),p.23.

(35
)
C-304/05
Santa
Caterina
V
alfurva,see
H
adroušek,D
:Speeding
up
Infringem
ent
Procedures:Recent
D
evelopm
ents

D
esigned
to
M
ake
Infringem
ent
Procedures
M
ore
Effective.
Journal
of
E
uropean
E
nvironm
ental
&
Planning
Law

(JEEPL),2012,p.235
(at
p.236).
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(36
)
See
C-9/97
and
C-118/97
aboutthe
Finnish
M
aaseutuelinkeinojen
V
alituslautakunta
(RuralBusiness
A
ppeals
Board)

and
C-205/08
about
the
A
ustrian
U
m
w
eltsenat.

〔
付
記
〕

ヤ
ン
・
ダ
ル
ポ
氏
は
、
ウ
プ
サ
ラ
大
学
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
）
の
教
授
で
あ
り
、
オ
ー
フ
ス
条
約
司
法
ア
ク
セ
ス
部
会
長
で
も
あ
る
。
本
稿
は
、

二
〇
一
五
年
三
月
九
日
～
一
〇
日
に
大
阪
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
「
環
境
法
の
参
加
原
則
に
係
る
評
価
指
標
の
検
討
―
ア
ジ
ア
版

オ
ー
フ
ス
条
約
に
向
け
た
国
際
連
携
構
築
―
」
の
た
め
に
提
出
さ
れ
た
論
文
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
会
議
は
、「
環
境
法
の
参
加
原
則

に
係
る
評
価
指
標
の
検
討
―
環
境
民
主
主
義
の
確
立
に
向
け
た
国
際
連
携
構
築
」（
科
研
費
）、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
化
学
物
質
、
水
管
理
政
策
に
お

け
る
市
民
参
加
型
の
意
思
決
定
手
法
に
関
す
る
国
際
比
較
」（
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
プ
ロ
グ
ラ
ム
）、「
ア
ジ
ア
版
オ
ー
フ
ス
条
約
に
向
け
た
提
言

―
―
環
境
正
義
実
現
の
た
め
の
国
際
連
携
構
築
」（
三
井
物
産
環
境
基
金
）
の
共
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
会
議
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
お
よ
び
報
告
資
料
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン
ア
ク
セ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
可
能
で
あ
る
（
http://greenaccess.

law
.osaka-u.ac.jp/sym
po/w
orkshop2015m
arch）。
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